
   自主勉強会とは、ごみの分別排出のより一層
の促進を図るため、ごみゼロリーダーの皆さんが中
心となって、啓発用DVDなどを活用して、町会の
「班」単位などのできるだけ身近な単位で開催し
ていただく、自主的な勉強会です。

　大阪市が実施している資源ごみ収集、
容器包装プラスチック収集及び古紙・衣
類収集の対象品目が普通ごみの中に混
ざっているなど、分別ルールが守られていな
い場合、残置による啓発・指導を実施し
ています。地域において、正しく分別して
排出されるように啓発を行ってください。

・啓発用 DVD・パンフレット
などを活用して、分け方、
出し方などの自主勉強会を
開催してください。

各環境事業センターの支援
①パンフレット等、必要な資料の提供
②説明会、自主勉強会等の内容等に関する相談
③自主勉強会の開催にあたって、必要な機器の
　貸し出し

5

コミュニティ回収について

収集曜日・出し方の

変更なし

現在、毎週○曜日 実施後も変わりません

コミュニティ回収を取り組んでいただくには

古紙・古布等の資源物の集団回収、不用品交換等のリサイクル
活動の推進に関すること

　不要なものをごみとせず、資源として活用する効果的な活動に、コミュニティ回収や資源集団回収活
動、ガレージセールなどがあります。
　地域の皆さんとともに、分別に対する意識をより高め、リユースやリサイクルを推進し、さらなるごみの減
量に取り組みましょう。

　コミュニティ回収とは、現在、大阪市が実施している「古紙・衣類分別収集」を収集曜日や
収集場所を変えずに本市に代わって地域が契約する再生資源事業者が収集する取組のことです。
地域の皆さんが主体となって、古紙・衣類の分別収集にご協力いただく活動であり、古紙・衣
類の収集量に応じて大阪市より支援させていただく制度です。

＜収集曜日＞ 現在、大阪市が収集している曜日（週1回）
＜排出場所＞ 現在、大阪市が収集する際にお出しいただいている場所（玄関先又は指定場所）
＜排出方法＞ 現行どおりの「6品目」に分別して排出

地域活動協議会等のエリアで、

古紙・衣類の６品目すべてが対象です。

地域にお住いのすべての方が対象になります。

（原則、小学校区単位）

(大阪市が収集している世帯）

(すべてに取り組んでいただく必要があります）

地域活動協議会など
（原則、小学校区単位）

再生資源事業者

①契約 ②６品目の回収

④支援金の入金
（年度ごと）

③収集量等の報告
　　(年1回）

古紙・衣類の収集量（t）
1キログラム
当たり単価

15トン以下 3.8円
15トンから30トン以下 4.3円
30トンを超えるもの 4.8円

【奨励金 上限100万円】

支援金について

コミュニティ回収の収集活動から支援までのフローチャート
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